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あ
ろ
う
。

二
打
”
孔
老
一
一
批
判
の
渦
中
⑦
中
国
一
ぐ
蕊
表
す
打
た
「
言
琴
詩
人
菫
・
菫
」
（
朝
雲
・
一
九
七
五
年
一
戸
）
の
一

節
．
全
体
は
別
稿
で
紹
介
す
る
。
日
本
の
喬
が
ま
屑
明
け
な
い
エ
ラ
パ
中
宮
の
夜
も
ま
だ
明
け
な
い
の
で
お
巧
う
。

蘇
小
小
は
や
ロ
リ
待
ち
つ
づ
け
な
げ
洞
口
な
ら
ず
、
西
蕨
下
に
属
口
国
産
況
言
フ
ブ
け
な
け
汎
ば
な
ら
な
い
の
で

改幼一ｉ・苓拭，夏説く←脳雲はないであ言-つ。

歌
」
菱
歯
牙
に
か
け
る
の
も
い
ざ
ぎ
よ
こ
と
し
な
い
か
の
ぶ
つ
に
獣
殺
す
ろ
。
済
の
濯
侭
蝉
、
『
養
一
斎
詩
話
』

も
「
蕊
小
小
歌
」
に
紬
桝
可
い
が
、
毒
の
評
語
に
八
み
厚
夫
亡
の
徴
な
〃
Ｖ
と
い
い
、
八
認
可
樋
鎚
の
常
差
も
『

了
極
惨
の
色
を
写
し
、
苑
と
し
て
小
説
中
の
古
観
荒
逼
⑦
ご
と
く
ご
虹
紘
の
堂
難
、
冷
気
人
に
一
邉
〃
、
燈
芝
桃
げ

垣

て
こ
純
達
観
打
ば
．
毛
髪
尋
一
た
ん
と
欲
す
Ｖ
と
い
う
の
口
「
蕊
川
小
歌
」
を
含
璽
ｌ
い
る
の
だ
と
認
し
う
る
・
・
か

楓
の
詩
人
釣
感
性
は
・
半
一
命
の
根
漂
で
戒
、
く
も
の
菱
李
譽
の
作
品
中
に
飼
霧
に
見
掠
き
え
た
の
だ
が
、
孔
子
主
藷

切
教
篝
が
・
そ
れ
を
正
直
に
表
現
す
ろ
こ
と
亭
幸
、
吉
一
に
げ
た
の
だ
。
か
打
ら
の
批
評
基
準
の
根
底
ぼ
、
ほ
か
な
ら

ぬ
李
雪
の
「
蘇
小
小
歌
」
仁
よ
う
了
徹
置
駒
に
薮
砕
さ
何
丁
い
ろ
。
こ
い
拙
稿
麦
逼
読
さ
汎
た
親
切
な
読
者
に
、

討
寒
糟
粕
了

た
湾
蔭
級
社
会
の
う
ち
に
あ
二
、
癒
諄
各
種
の
歸
霜
は
階
蕊
の
洛
印
篭
打
た
楓
な
ど
し
の
”
な
い
鐸
詩
杙
と

灌
級
の
制
鋼
を
箒
耐
了
李
騨
ぼ
む
再
ん
零
法
と
友
篇
に
不
徹
、
一
堂
恥
、
、
ひ
例
の
暗
黒
の
現
奏
に
村
す
る
曝
露

も
賑
ら
籾
た
し
の
た
っ
た
．
鎧
主
蔭
穀
⑦
一
舅
と
し
て
、
か
楓
は
労
せ
ず
し
て
食
う
生
活
を
す
ご
し
、
二
千

の
詩
何
毒
浴
な
圭
沽
と
罵
渇
を
表
現
し
尺
・
枩
雲
人
掠
頭
款
シ
-
公
蕊
小
小
雲
夢
の
た
ぐ
い
は
無
病
坤
吟
の
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Ｉ

〔
明
〕
郎
瑛
『
上
修
類
槁
』
（
一
八
五
八
葦
一
月
）
着
二
七
「
蘇
小
小
考
」

蕊
小
川
有
二
八
．
筐
議
塘
各
曙
二
濤
斉
人
．
郭
霞
信
斯
編
楽
府
解
霊
ｒ
已
註
朋
美
。
故
古
濤
一
月
蘇
小
小
歌

及
白
祭
天
、
劉
箒
得
詩
称
之
音
。
言
濤
紀
闇
所
載
司
馬
才
仲
事
。
壷
是
南
芦
乏
蔑
小
小
也
。
一
是
宗
人
。
ろ

見
於
武
林
紀
事
。
三
薑
需
刻
板
。
冥
事
隠
微
。
《
一
／
録
以
明
之
。
需
小
小
。
讓
塘
名
唱
也
．
容
色
俊
震
。
頗
工

詩
詞
。
罠
飾
各
開
奴
。
与
太
琴
壬
一
議
不
敬
相
一
一
つ
墓
洽
。
款
建
二
年
．
不
敏
日
蚕
曇
。
紛
奴
闇
給
之
今
使
篤
干

業
。
逐
套
謂
弓
得
官
授
雲
陽
萱
ヨ
戸
・
醗
奴
末
誰
落
毫
不
窪
筐
汀
。
一
全
雪
冠
宣
一
蓋
。
繕
墓
筬
疾
而
蘂

育
鐡
澪
余
篝
壜
貫
謬
憩
院
判
分
作
二
分
。
一
怪
「
ラ
弟
。
重
叩
逹
耽
廻
一
重
二
紛
奴
育
妹
小
川
。
俊
汽
差
壹

一
叫
謀
致
之
．
臣
偶
画
。
院
判
狸
一
二
宝
銭
塘
。
言
二
泰
人
鶉
銭
増
俸
．
托
召
紛
奴
領
冥
物
．
・
拝
謁
召
之
。
有
蒼
頭

至
一
室
。
胴
奴
於
一
月
崩
己
抱
察
衆
。
小
川
亦
沿
碧
鼠
官
絹
事
蕊
庁
監
ゞ
倖
謹
小
小
出
・
詰
之
日
。
於
這
富
鐙

沌
誘
商
人
一
百
疋
。
何
以
償
之
。
小
小
回
覆
．
吐
亡
飾
胎
奴
之
宰
．
一
乙
賜
思
渋
。
非
惟
小
川
感
生
成
之
恩
．
｜

粉
奴
任
宗
一
卜
亦
不
忘
也
。
悴
書
重
〈
言
睾
読
順
今
因
閏
近
識
襄
陽
噸
司
戸
耶
。
小
川
日
。
韻
司
戸
未
仕
之
日
・

姉
胴
奴
周
鐘
後
中
科
授
官
去
久
。
朋
奴
相
篁
轌
。
因
是
致
圭
小
趣
両
雫
停
胃
憩
司
戸
・
亦
謝
世
美
。
蘆
人

附
一
鍼
及
余
物
一
電
外
。
育
伊
需
院
判
一
綴
付
爾
駕
之
・
-
小
小
自
謂
不
識
院
判
何
人
。
月
排
雪
。
惟
一
詩
日
。

首
爵
名
擴
鎮
崇
三
。
不
恋
黄
金
宍
好
一
書
．
借
問
銭
塘
誇
小
川
。
風
流
還
似
大
蕊
無
．
小
小
献
黙
。
悴
令
和
毫

辞
不
誌
．
悴
翌
之
週
畜
以
官
絹
罪
名
。
不
得
已
租
云
。
言
住
票
江
臺
往
呈
ハ
。
無
情
人
書
百
清
書
．
当
茸
巷
也

末
掴
訪
・
竈
有
於
潜
穎
事
票
。
偉
大
菫
．
尽
以
所
寄
与
之
・
力
濤
作
土
一
．
命
川
小
嶋
院
判
．
》
与
借
老
焉
・
》
罰

砿
。
白
太
学
。
日
銭
橲
。
詩
日
還
犬
蘇
奏
．
副
則
知
美
又
芦
一
元
蘆
山
前
作
鬘
雲
人
長
短
句
云
。
椀
陰
馴
院

、

い画一一一一・ぺご参一》
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宜
潰
喜
一
．
人
生
春
風
秀
《
美
人
図
子
阿
誰
苗
←
都
匡
蛋
二
一
和
名
筆
内
家
吹
．
鶯
鴬
蕪
蒸
分
飛
媛
、
粉
淡
梨
満

電
．
宍
除
蕊
小
不
風
流
・
》
斜
油
一
桟
萱
室
鳳
叡
一
電
此
詞
既
説
鴬
蕪
箒
乏
後
ク
肚
蓋
是
薄
司
戸
小
小
也
。
今

人
止
知
是
蘇
小
山
・
不
知
畏
向
碕
入
。
轄
耕
既
備
談
数
事
。
需
以
嘉
南
芦
人
美
。
ヌ
不
知
育
末
蕊
小
川
・
故

懐
款
婁
美
人
之
詞
也
．
一
本
小
小
ヌ
係
小
嫡
。
蓋
抄
之
者
之
誤
。
殊
不
額
所
寄
之
詩
。
若
罵
小
婿
副
琶
糊
美

向
末
男
換
一
句
。
死
ヌ
舅
美
人
之
雪
則
証
。
舂
落
親
聞
又
識
。
小
小
之
雲
在
銭
灌
県
察
舍
之
澪
蓋
県
環

を
鋳
噌
門
辺
・
去
湖
上
一
画
陦
徳
不
遠
。
故
占
辞
育
何
舛
結
局
侭
。
西
漆
松
樹
下
之
句
。
此
訓
南
斉
小
小
之
墓
。

必
任
一
画
湖
主
四
葭
旛
。
頻
油
壁
軍
之
睾
．
県
在
調
-
至
苦
以
托
ア
仲
乏
夢
有
毒
本
銭
嬉
江
ト
ー
陸
之
句
。
帥
云

在江干・差奏。一一へ人張一元認一戸蕊《小叫言至亘ハ一・／沓冒況埋眞治剤。西陵魂零癌箒風咽・擢柁好月測

一ヰ年在。潮一洛潮主妻一割燐．註。壱《在一幕輿辱篝一洲。今鳥目家附占。既日黒鬼。又匡逼礒。亦不知

一襲彗一二。壮脳宋剛小瘻耳．河趨、瀬一へ-一郵乃三一《人。妥垂小住嘉冥院判蔑軍小川・一叩祭老一割知○ら

美
、
此
得
叱
壽
裁
不
知
荷
三
塑
臺
言
予
廐
深
雲
へ
．
懐
譜
冥
墓
。
以
正
薪
耕
乏
不
足
←
３

本
女
中
に
引
ｒ
屋
李
樹
寳
⑦
寺
〈
一
ｆ
知
ハ
つ
汽
喜
や
重
／
仁
一
壼
雪
何
の
遊
宰
后
迄
蘇
川
小
と
名
の
ろ
歌
簸
が
い
た
．
「
蘇
小

小
」
は
す
で
に
震
艮
名
の
ト
ー
う
に
な
っ
て
い
一
に
②
→
幅
彦
望
ノ
か
、
勺
、
あ
つ
か
い
に
注
壹
が
い
ろ
．
手
穴
菱
川
小
や
等

の
菫
逐
う
犀
つ
詩
ば
、
本
一
三
ど
ほ
琶
鴎
Ｌ
た
が
、
露
罎
の
一
蘇
川
小
喜
一
」
汁
己
一
ぺ
億
代
に
汗
琴
ろ
啄
ど
頻
出
す
る
。

２
杓
た
し
は
少
一
写
⑦
こ
ズ
ー
．
蕊
小
小
歌
」
芝
宇
室
一
幕
一
等
の
完
詩
と
呼
ん
だ
含
→
こ
の
だ
ひ
の
検
討
の
釡
票
か
う

り
っ
て
も
闘
例
ろ
〃
要
は
な
者
、
そ
勺
な
気
が
す
る
．
〉
」
は
い
う
て
も
、
宇
宙
は
計
再
び
、
ｎ
辰
し
の
小
去
』
厳
仕
事

場の中の本まえ読み毒、していない．〈闇のロに一風″一壱ものとしてば六一二に一旦写毛の一ｔ．〉て『とＬまつ

↓

今
坐



付
「
冷
翠
燭
」
の
あ
や
幸
〃
不
謁
、
た
。

試
文
ロ
ハ
雷
の
露
／
涙
の
ご
と
し
／
と
け
む
す
ぺ
な
寺
、
ち
零
、
リ
ヮ
三
／
な
ぼ
疲
事
が
た
雫
、
よ
一
う
の
は
な
／
菫
、

ぬり．こ

←しとね／松ばかさ／風はもす〉マ／水ロおび／塗篭の車／ひきに待つ／ひえがてに／冷や宍、とも北

〃
Ｕ
／
西
藤
は
／
Ｌ
ぷ
ま
ふ
ろ
雨
Ｖ
「
や
眼
」
は
な
い
て
い
る
目
帝
、
浅
下
は
な
い
、
と
い
う
批
評
壬
も
ら
っ
ｒ

昔
叩
叩
夢
う

こ
と
ぴ
あ
夢
々
至
極
し
「
ど
も
で
訳
出
の
際
こ
の
点
釡
ず
い
氷
ん
考
え
浜
．
「
軍
丙
だ
」
と
い
う
諾
Ｆ
、
穴
ぶ
ん

目
の
簔
査
、
沙
く
む
た
弓
う
。
汀
く
目
と
涼
と
を
分
析
せ
す
に
そ
打
を
な
み
だ
と
Ｌ
て
も
不
自
露
で
ロ
な
い
底
ズ
戈
酬・
８

そ
う
し
て
啼
眼
の
二
字
乏
他
の
一
宇
の
濤
専
か
ら
選
ぶ
と
す
御
ば
「
涙
」
の
字
が
諸
鬘
宇
一
画
に
お
じ
了
印
象
閥
に
《

近
Ｖ
だ
ろ
う
。
〉
マ
勺
考
え
・
全
体
の
音
調
壬
も
勘
毒
し
て
定
め
液
．
大
野
晋
等
編
『
古
語
静
騨
』
→
Ｌ
主
柄
ぱ
・
な
ａ

みだば朝篤諾．豆二三一（二二コは目、ョ・二は水で・涙の童）と同漂か。という．￥の他の訳語もみな〉元Ｓ

打
莞
、
に
欠
点
を
ふ
く
認
、
わ
た
し
自
舅
け
『
し
了
孜
訂
す
べ
宍
、
と
ご
Ｚ
が
な
い
と
考
え
了
い
ろ
わ
け
で
は
な
い

離壷にいえば、詩⑦翻訳口不可能一岬．ある。》くの不可能事をあえてする⑦何、いる旧再な理由か

あ
る
が
、
翻
訳
の
不
可
能
逢
徹
底
的
に
思
い
知
ろ
た
例
だ
、
と
わ
穴
し
の
は
あ
い
は
、
い
い
う
る
．
帯
の
履
肋
派

一
口
、
嬬
釈
を
行
わ
け
Ｌ
丁
す
ま
す
の
-
で
は
な
く
．
日
本
語
の
論
と
し
丁
成
立
し
つ
つ
、
凛
床
の
竜
啄
内
容
だ
け
で

汀く音調、形態においても、〉で楓仮で雲、ろだけ近似する努力をロラわなくイはなら肋、全体⑦・文

脈
を
生
か
す
た
め
に
は
、
時
と
し
て
部
分
の
近
似
蚕
拠
崇
Ｌ
句
け
柄
ば
な
ら
め
こ
と
し
あ
る
．
少
な
く
と
し
心
全

体の女脈董傷つけることなく割方におＶ了もさらに適切近例のことば芝員つけ出す李天け・詩の：
“
△
、
》
■
●
準
“
ｅ

ｑｂｑｐ-

Ｉ画:．

幸萢弘。》．やｐ一つへ・毒一。』いク。・・づ
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討皿ココ○ナ豆ｘ厘

呼
派
刈
臣
子
か
旨
．
←
Ｅ
Ｃ
・
《か

毎

＄

ゴロ三一且ロゴ○・四ｏ十○び一

．
、
貝
爲
冒
。
塞
堅
・
侭
画
芦
、
§
：

《
■
Ｑ
▲
も
ｅ１

勺

色

“

寺

・

け

。ご耐や重量や室町忌。手一価←。。里・二三峰・必据や．三．、伝Ｏ函の。仇一一ヶや二○穴一・ナ一四一ユＫこめ

・トミ戸。淫藏ｅＱ、堀重し年。汁が言・品切〔野芦ゴロＯ咋画千一睡回十勢天一×Ｏ丁重。○ずαコロ２

１

４８

牙③？

ｊ

元匡凸凹ごロ《・軌一斤０コの．

、

ゆ

。

ａ

■

も

さ“生屋。忍耐戸ｇｏ圷①一己
甲
■
毎
。
ご

ｂ

凸

型

二
』
口

（ニ

ヨ
山
庁
匡
乏
α
天
凹
蛾
四

・脚←胃』○．恥。苫試唯冒○か動←。．｜・》

、

●

６

１

由

ロ

《

●

天
四
Ｎ
ｎ
．
乏
幽
三
。
Ⅵ
豆
、
◎
ヘ
コ

もＲ偲惹斌私冒遍》←

謝

ぐ

←

６

戸

、

．

ひ

ご

誉

・

《

三

一

一

Ｎ

匡

昌

ｐ

０

ヶ

一

ｌ

、

、

口

●

凸

・

殉

匡

も

荷

示

：

武

、

賃

←

、

守

●

戸Ｆ》包吋。．◎元匡司匡三ロ

ー

丁一の。．一・更一四斤二

・

愛

の

匡

切

混

墨

偲

哩

萱

・

７・
痔
点
謡
罫
晨
。
礎
ｇ
許
．
・

・澪一ぬ”ロ｛のコー

。
念
匡
恥
か
息
偲
隼
、
袋
・
三
Ｋ
凸
天
一
十
５
三
・
例
一
寸
一

・
酌
言
・
守
忌
・
苛
匡
。
ぃ
個
一
受
。
言
“

一驚塞鰹ま…峠Ｉ篇…際…匿豊鼠藷農豊溌鴬蕾…譲澤齢達塗刑※＆…、ｉ……罵霞薑鬘護霞童儀屡蕊震霞ゞ

一摩晶錘鱈欝陸昏睡瞳犀蔦嘗，蘆諦｛牢吟雲

争
●

●

一

宇

の

観
点
か
ら
す
石
と
、
拙
訳
は
し
ば
ら
く
現
状
を
緑
壷
し
了
、
さ
ら
に
考
捷
し
た
い
。
、
沈
蕪
士
『
広
鶴
声
第
・
』
は
宮

代の字音乏碓定す宕作蕾の一つＴある．〉て洞が李雲が自、勺の論差《吟講した童調とど打だけ近いか

は
ｈ
か
ら
樋
が
．
二
打
に
よ
っ
了
一
「
義
小
小
歌
」
乏
、
っ
つ
し
，
拙
訳
査
ロ
ー
マ
字
つ
づ
り
（
澆
一
表
）
で
表
記
し

た
し
⑦
を
対
照
す
る
．

呼派血臣子か旨．←ＥＣ・

．
ご
脚
邉
Ｃ
・
塞
堅
・
侭
画
芦
、

《
■
Ｑ
▲
も
己

。割『←や重）二阜匡町忌ｃ手一価←０．里・二三峰・必据や．亘戸

１

・トミ戸。淫藏ｅＱ、堀重し年。汁が言・品いぶ芦
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■
且
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＝
二
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＝
三
三
一
ざ
;ミ
ー
ニ
毒
菫
三
二
乏
二
L･･･.･-．

--．
------＝

一
弐
垂
弓 『

＝
b

，
▼

.一
色

。



ー

ｓ〔明〕田適威一西湖遊覧走餘』・巻一六→「笛童簔詩一一・撤一付記Ｉの注に可言だろう．

蘇小小言〃鋳嬉各娼也．／篝一用畜埼人。呉雲或云韻曲亥一鼓云近干。古壼言．『毒奈油壁車・部

跨寶蕊馬〃向拠結同化？一画簸荊殆下｝・｛』今西蔭乃在議鱈之面。則一重江干耆近是也ゞ
宋時司電

標才仲初任洛下〃昼寝，琴一・美嫁，牽錐而歌白・・『妻本譲壜江上佐季両落淀開／不管流茸賓

蒸子街将毒色去，紗茜繍聴震溶雨。』才注震其詞〃因調曲昌，云是『一雲垂篭』。霞二琴．才“

仲川蘇子罎鳫，応制挙中等ノ塗桑塞壱票官。為秦少菫這葵睾◇少菫鳥続其後詞一零．『斜癌露

樹雲羊吐〃撞板軽敲，彊徹黄金籍．零徹彩雲無舅処，夜涼明月生南浦．』頃之，霞淳壽嫌迎笑４

日．．『夙霞諸堯。』途与同寝．畠畏ン冨夕必来，才仲勇同票談之，威日。．「丑磨後宮蕊小小菫一．鯛

得
無
妖
乎
７
．
』
不
通
年
γ
一
向
才
仲
得
疾
．
鮪
乗
遊
航
〃
艤
泊
河
培
，
柁
工
遅
見
才
仲
携
一
鬘
人
登
寓
，
即
前
Ｉ

嗜
之
・
声
蹴
，
火
錘
舟
毫
〃
言
忙
走
報
冥
衞
，
則
才
仲
死
，
而
家
人
已
働
巽
芙
。

こ
の
本
の
「
雨
介
」
に
ロ
ハ
本
書
這
育
許
多
抄
護
詞
人
書
中
信
節
的
地
右
，
胆
第
十
六
巻
『
琶
琶
蜜
語
』
中
記

蘇
小
川
弓
ヨ
爲
際
事
，
就
出
於
栄
△
呈
副
ノ
；
・
…
-
Ｖ
と
い
う
な
お
本
書
に
「
李
寶
誌
小
川
菫
謎
と
石
わ
辻
マ
．

百泰天楊柳枝詞・『蕊州楊柳仕言箒〃更一月銭害勝龍娃〃壱解多情尋小小〃緑楊深処是蕊家．。』左か

かけろ。
６
本
文
至
読
「
《
蓮
Ｌ
一
ｉ
鼻
一
に
、
匂
後
に
さ
ら
Ｆ
紬
獅
ろ
こ
と
か
詞
弓
つ
（
旧
ぺ
Ｉ
ジ
）
と
書
い
辰
「
周
地
籍
」

殿殿畷畷臘畷嚥隙蝋畷欝隙騨廓§…：驚畷§畷欝醗畷爵謄驚醗臘嚥畷畷態畷畷臨驚欝蝋購霞驚驚喜蕊霧薑豊蔦謹謹製蕊篭騒騒溌蕊蕊蕊蕊議騨一

、
臺
迂
“
Ⅶ
意
守
菱
雫
す
、
蟇
一
ｍ
「
創
瑚
唯
八
一
亙
臣
心
．
、
，
亨
菅
冒
肇
釧
壽

、ｐ-Ｌ（ｇ』一心の、元・量喰一帆宝愈奇-曇丙韓、乏心リマ、霄手多言一畳◇、こう烏可

ケ一・２．．個Ｔｄ一コ。ゞ
・一》・一・、．・一一・？．．》．．（．。”そ．◇

（「『ｄ片丁四量）
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≦５．
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Ｌ
パ
グ
辰
ノ
ー
ト
と
宍
に
臺
了
ろ
こ
と
に
-
-
」
た
．
八
だ
『
李
閨
研
寅
』
第
十
弓
・
稚
弐
帥
能
茂
畜
漫
録
（
上
）
・

銭
塔
蘇
小
小
乏
本
稿
と
あ
わ
せ
読
ん
で
も
ら
え
ろ
と
幸
い
で
あ
る
・

正

謡

２
．
４
光
た
る
光
彩
↓
充
塞
８
．
２
誰
か
↓
誰
が
王
、
６
久
し
か
今
ぎ
る
：
．
-
（
菫
建
乗
）
を
第

皿
行
の
次
に
神
入
す
る
鎚
・
６
「
煙
」
字
：
一
価
値
↓
「
便
」
字
の
価
値
功
・
＆
「
雪
」
時
↓
「
》
竪

字
刀
・
５
義
明
す
楓
は
↓
説
明
寸
例
ば
卵
・
口
出
発
Ｌ
な
け
洞
は
↓
出
発
し
な
け
ｈ
ば
“
。

４
濁
烏
↓
社
会
妬
・
・
。
語
い
つ
く
↓
追
い
つ
く
蝿
・
-
抗
濤
↓
枕
帯
７
ｒ
い
つ
ろ
↓
い

い
う
る
現
，
叩
孝
双
部
↓
幸
次
部
釦
・
価
わ
た
し
の
小
さ
な
↓
小
さ
な
媚
旧
言
よ
っ

↓高初よ’つ。

（
一
九
七
五
年
十
二
月
八
日
二
十
三
時
）

一
九
上
五
年
上
月
二
十
一
日
、
東
京
教
育
大
学
学
生
町
田
静
隆
君
が
不
任
の
宅
仁
再
奏
ｂ
辰
Ｌ
を
訪
問
さ
打
氏

寿
切
謝
辞
と
い
籾
ち
が
い
に
手
織
一
ぐ
月
刊
『
朝
露
』
一
九
七
五
年
一
月
弓
に
李
弩
に
関
す
る
論
文
の
褐
教
主
哩
拭
辰

二
と
乏
示
さ
楓
、
ハ
月
一
日
に
け
ぞ
の
『
朝
霞
』
を
、
さ
ら
に
八
月
十
六
日
に
は
『
人
巨
日
報
』
一
九
上
五
年
七

月
二
十
六
日
弓
の
「
一
ピ
ー
壬
、
壼
投
さ
制
た
。
こ
の
読
紙
に
載
っ
展
二
論
文
査
招
介
し
・
愚
啄
を
そ
え
冤
・
、
》
町
田

「
法
家
詩
人
」
李

▲
０
１
．
１
Ｊ
且
。
■
Ｂ
１
Ｉ
０
ｈ
ｑ
Ｉ
ｄ
Ｉ
１
１
Ｉ
０
。

■０-００申６■℃。Ｆ●Ｉ■マリ寺ｑ△■■０■ｊＢＪｏ①守凸ｇ△■凸■ｇ■■■■ｐ１ｇＪＵ０Ｂ■■■■■ＵＵ９■●＆甲Ⅱ旬日■》

拒貝
Ｉ
。
？
も
り
ｌ
-
Ｌ
Ｐ
凸
日
■
■
９
０
■
０
凸
Ⅱ
■
■
．
０
０
１
１
０
Ⅱ
Ｏ
Ｉ
０
Ｐ
４
ヰ
ー
０
１
１
１
１
０
ｂ
ｌ
ｌ
Ｉ
，
０
■
ｂ
-
０
０

０
１
．
４
．
Ｉ
Ｏ
０
ｑ
ｄ
９
６
■
巳
８
６
９
．
９
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４
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’
九
宗
の
反
動
儒
言
宋
祁
が
李
篝
一
菫
拶
ヒ
マ
｜
｜
鬼
才
〃
と
し
て
川
宋
．
杢
奎
同
一
個
の
現
実
壷
離
脱
Ｌ
汽
積
鳧

請
人
仮
ざ
拭
丁
し
き
っ
た
。
二
打
同
全
く
の
歪
曲
だ
！
ち
ょ
う
ど
受
の
友
対
で
・
李
雪
は
一
人
の
鬼
神
乏
信
ぜ

ず
．
罎
臺
壬
奎
一
、
椚
手
、
現
実
風
冶
の
諏
菫
差
切
実
に
要
求
Ｌ
た
實
年
迭
家
詰
人
で
．
わ
が
・
国
文
学
喪
上
、
垂
崇

・
李
白
の
猿
乏
誰
苓
、
ま
だ
一
人
の
菫
妻
な
演
邉
主
毫
請
人
だ
．

２
臺
就
中
葉
何
蜜
威
の
乱
よ
〃
⑦
ち
-
曙
窓
翻
季
と
駕
法
両
条
路
縛
め
闘
争
が
寮
化
Ｌ
た
。
当
時
、
藩
鎮
と
称

は
机
た
大
小
軍
閥
が
独
立
王
皀
乏
形
成
Ｌ
、
朝
廷
内
不
鳳
富
皀
が
政
治
・
軍
事
-
経
済
の
大
権
を
掌
握
Ｌ
、
こ
の

一
弓
の
反
動
勢
力
が
壱
王
朝
を
危
篤
に
鴎
ま
竺
-
、
い
展
．
政
菫
歪
志
Ｌ
尺
法
家
王
叔
文
・
柳
宗
元
・
劉
萬
錫
今
が

男
裂
に
反
対
Ｌ
-
続
一
芝
堅
持
Ｌ
・
達
鋪
・
筐
官
等
毒
族
大
蛇
主
と
塁
固
泰
闘
争
差
Ｌ
て
い
た
・
李
曹
ば
か
打
-
勺

の顕一雲鞠げ一旦贋参加はし廐ワヲたが．｜土室“団に同情し支持し、へ感調五言耳二ｖの中下面達法家

人
物
言
誼
を
衰
弔
す
る
二
ｚ
を
盾
″
了
幸
三
／
の
宍
敦
⑦
不
当
堂
弁
じ
た
．

３
李
菫
は
つ
ね
に
詩
中
に
現
実
に
試
す
ろ
不
葹
の
慣
瀦
査
流
露
Ｌ
鋒
芒
読
ら
わ
で
あ
っ
八
・
年
琶
く
し
了
詩
嬉
一

に
頭
壼
江
謁
、
ら
編
し
た
の
で
詞
澪
銃
冶
隼
団
に
排
斥
碧
髻
さ
制
た
や
雪
⑦
嶺
散
Ｌ
た
現
奏
に
対
す
る
不
満
何
加
狗

雪
⑦
阜
情
に
対
す
る
感
謝
と
Ｌ
庇
い
。

『
朝
霞
』
に
鼓
「
た
の
は
、
上
渇
師
大
中
文
藷
文
曉
思
「
胄
年
詩
人
李
窒
」
で
亡
皿
ｌ
ハ
○
ペ
ー
ジ
乏
邑
例

舗
集
言
が
つ
け
た
と
馬
灼
舸
ろ
欄
外
見
出
し
に
画
「
法
家
詩
文
篭
読
」
と
あ
る
．
『
人
臣
日
薪
』
の
は
王
向
峰
⑦

「
法
家
詩
人
李
壹
三
ぐ
第
三
面
の
半
ば
垂
占
め
ろ
。
内
宮
口
よ
く
仰
ろ
の
で
、
ま
ず
文
論
文
⑦
要
点
王
列
挙
し
、

￥
ご
に
な
い
一
土
論
文
⑦
一
零
点
乏
の
弓
に
あ
げ
ろ
。
個
条
の
堅
理
蕾
号
け
杓
た
し
の
瘻
宜
で
つ
け
尺
-

儲誰鳶殴蹴欝浮罷匿暮藍慧隙窓普鼠腱曽蓉醤腎霞鼎堅琶曾塁詮臆鴎践塁嚥隆酷蔦鷺霊牒鴨藤騨溌僅塵蕊変駐．辱篭；胃一緋←・嶋→，野〆一《〆巨．

|３-６e ８４烏



閉
（
霜
噸
商
）
と

楚
歌
ｖ
〈
敦
酒
行

切
な
待
雲
口
参
吟

して、一ノたわ制ろ

二
②
美
は
．
叙
述
砺

騨
型
的
仮
一
反
映
す
る

４
憧
仔
す
ぢ
雲
の
歌
詩
は
二
巨
余
宮
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
階
級
閉
園
罵
内
害
を
舅
角
Ｌ
、
あ
る
程
唇

罰
逹
社
会
の
埴
壽
と
人
員
の
舌
潭
乏
曝
露
し
，
ひ
打
⑦
厭
渇
放
華
を
宿
切
に
要
求
す
る
法
家
患
罵
乏
表
現
し
た
・

公
感
調
ｖ
⑦
中
て
詩
人
口
わ
拘
わ
れ
に
官
妾
が
人
員
乏
婁
い
栩
に
す
る
塲
雲
を
一
篠
の
絵
に
え
が
い
て
く
制
た
。

こ
め
美
は
．
叙
述
扇
″
・
対
話
あ
り
．
議
論
あ
り
・
写
Ｌ
得
て
生
動
活
澆
．
簔
村
に
お
け
る
苛
刻
な
収
奪
現
象
を

５
李
雲
ば
対
内
的
に
は
灌
銀
の
割
榔
に
一
反
対
し
、
対
外
酌
に
、
拳
固
矼
坑
識
芝
主
鴇
Ｌ
淀
。
公
南
園
第
七
砂
原

設
え
看
か
楓
の
武
芸
学
習
⑦
目
餉
、
皀
家
的
銃
一
に
雲
獄
す
る
た
例
不
八
雁
門
太
守
行
ｖ
Ｔ
ｎ
敵
の
侵
略
に
友
杭

す
る
戦
士
、
今
の
萸
舅
な
犠
稚
的
職
闘
精
神
が
誠
項
ま
籾
、
詩
人
の
杭
敵
震
国
尾
篭
が
体
現
す
る
．

６
久
莞
詩
一
一
十
三
首
ｖ
は
当
路
者
が
匿
黒
政
洛
査
孜
聿
Ｌ
祷
秀
な
人
材
菱
採
用
す
る
法
家
路
錬
を
実
行
す
壹
一

と
を
諾
鑿
し
た
も
の
で
全
巨
将
軍
識
ｖ
公
威
調
ｖ
で
は
砺
立
・
苣
官
の
統
兵
專
権
に
反
対
し
て
い
る
一
．

７
か
汎
ｎ
ま
た
熱
情
を
も
っ
て
秦
の
施
室
萱
歌
頌
Ｌ
、
八
秦
王
飲
酒
歌
ｖ
に
．
浪
漫
曲
手
法
で
媚
臺
の
威
武
形

象
室
塑
造
Ｌ
た
。
銭
劫
灰
飛
尽
古
今
平
〃
一
旬
は
、
娼
皇
の
割
桝
査
平
定
Ｌ
全
国
を
読
一
：
Ｌ
茨
雪
坑
儒
Ｌ
促
童
天

な
厘
宍
作
用
芝
充
分
倉
定
し
で
い
ろ
。
〈
長
歌
銃
短
歌
ｖ
で
は
媚
皇
へ
の
衷
胸
の
仰
蒙
と
熱
烈
な
追
瞳
左
表
現
し

霜
噸
商
）
と
い
っ
た
旗
脾
的
地
位
仮
Ｕ
宕
二
と
を
い
ざ
ギ
、
よ
Ｌ
と
せ
ず
《
久
し
か
ら
ず
し
丁
辞
璃
Ｌ
た
パ
鴎

ｖ
〈
敦
酒
行
ｖ
な
ど
Ｆ
か
洞
の
闘
争
餉
注
桧
と
理
廻
追
求
が
表
現
一
、
桐
ろ
。
詩
人
の
黎
朗
に
対
す
る
巍
烈
痛

待
雲
口
参
吟
詩
一
夜
乗
方
邑
〃
（
酒
疑
張
大
徹
濤
贈
詩
）
参
星
亭
皿
方
言
，
万
栩
知
天
跨
参
画
と
に
情
乏
尽

｡

⑥
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箒重使弓→、豊壹笄テ悪運内室壼鐵括亨喜。杢篝仇藩・靭曾祷零詩句の運用によ、てか御の詩歌はキーら

に
気
勢
に
富
肉
・
涙
瘻
王
簔
飼
．
濃
郁
鯛
麗
の
色
巽
を
、
た
び
に
Ｌ
尺
。

旧
李
蓉
は
現
実
に
不
浅
飛
ぶ
瀕
聿
を
妻
求
Ｌ
、
侭
一
歪
要
求
し
、
、
儒
家
の
伝
読
観
三
広
散
了
批
判
Ｌ
、
あ
る
程

ＩｉＩ馳娠師輪迩〆龍蕊溌毎減飛罫礪柵鍬姶歸辨シ聰鯉雛測鱸蝿鮴蕊鍋知鴨知捷術たれ匂い叱り何吋い《時

涙湊主壽精神を謎毒したこと一竺篝蓋，」一信篝国霊罠乏哩需Ｌたび屋漁が椴書自殺し庇や”か庭

川ぼ濡露耐詮繩踊剛一ベ州鯛繩奉韓瀧莊荊匙卸美鵡燗剛誹諏順職謙諦奉辨順岐》表龍蠅髄霞》耐照一言

107- ８
・
法
家
を
重
重
す
視
ば
必
然
的
に
篤
家
一
卜
辰
対
す
考
八
楊
主
吾
拓
禁
石
硯
歌
ｖ
-
ｆ
李
駕
は
、
無
名
璽
亘
上
の

授
芸
量
た
た
え
一
一
乳
硯
臺
毒
何
定
云
〃
と
結
び
・
繧
家
の
偶
綜
乳
竜
二
を
批
判
し
た
（
孔
丘
の
任
世
時
．
ま
だ
筆

震
卿
な
〃
ヲ
庭
。
｜
｜
乳
現
今
減
篇
琶
濤
家
の
提
迄
で
あ
ち
念
と
何
は
う
宍
″
し
て
い
ろ
）
・
へ
古
箆
篤
行
》
で
灯

繧
家
の
套
天
不
変
，
道
・
脈
不
要
〃
の
萱
（
圭
萎
診
詩
壷
壮
剖
轌
天
竺
刀
柵
は
す
べ
了
建
割
安
代
の
う
ち
に
あ
る
。

と
い
う
毒
朴
弁
証
法
輻
轌
を
主
ぎ
い
宗
と
石
峡
Ｌ
た
，
，
．
｝
：

９
か
初
ｎ
Ａ
金
銅
仙
人
誇
篶
謡
杉
へ
灌
釈
ｖ
八
官
街
霞
ｖ
八
琶
昼
短
ｖ
な
ど
一
ぐ
晨
生
不
死
の
謬
論
至
至
定
Ｌ
、

二
郷
脹
迷
う
菫
帝
の
雲
妄
焦
寵
差
温
刺
Ｌ
・
壽
朴
誉
糊
主
簔
馬
逼
乏
表
現
し
・
儒
家
の
一
｜
天
寿
論
〃
に
大
胆
に
挑

戦
Ｌ
た
。
濤
⑦
試
帝
一
之
雲
劉
部
参
ど
よ
び
そ
の
皇
后
一
善
一
周
態
多
と
よ
ん
で
何
は
か
ら
ず
．
一
電
も
講
壷
避
口
な
か
つ

一八，、
蛆

李
弩
の
死
策
十
蚕
年
-
此
の
導
法
一
反
震
釣
嬉
向
の
詩
人
杜
坂
ロ
李
舅
詩
蒙
の
淀
榊
亭
乏
薑
宍
・
室
が
屈
票
の

０
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際
雲
霧
〕
隈
ら
楓
次
も
の
た
う
た
・
碇
主
落
級
中
の
一
雷
と
Ｌ
了
、
ワ
洞
口
労
せ
す
し
了
含
「
圭
活
を
す
こ
し
、
舌

公》鑑小山譽苧

干
嗣
詩
ロ
雷
俗
な
圭
沽
と
屠
想
王
簔
現
し
た
、
八
美
人
慌
頭
歌
ｖ
の
た
く
い
け
予
示
に
病
気
も
せ
ぬ
の
に
勺
切
く

訶
壼
の
カ
ズ
・
手
た
嘉
弓
詩
侭
信
籟
低
落
・
語
三
躍
渋
・
馬
っ
に
ま
か
せ
ず
抑
蔑
苦
悶
の
消
極
的
情
諸
王
扁
酸
」

八
臘
公
妙
等
⑦
一
二
三
、
、
ご
桝
珪
“
口
す
べ
て
ｈ
打
わ
猟
の
塞
童
分
析
批
判
が
艇
雲
だ
。
（
以
上
文
驍
馬
）

喝
李
篝
阿
胸
い
『
ぽ
い
の
熱
信
董
、
棚
に
托
Ｉ
完
売
を
い
い
・
新
Ｌ
い
睾
栃
の
威
長
の
尺
め
に
〃
な
か
ら
切
簔

壽
詞
王
薑
い
た
．
公
馬
詩
一
工
１
三
薑
〉
冥
十
二
・
八
三
谷
北
園
新
筆
四
重
ｖ

Ｍ
垂
丁
弩
何
実
際
生
活
雁
お
い
て
濤
鐵
人
員
①
知
識
才
能
が
あ
の
参
高
畠
を
多
儒
者
韮
〃
は
る
か
に
す
ぐ
れ
る
こ
ぬ８

筵
歪
見
出
し
歌
ヲ
た
．
八
三
麺
小
抵
歌
ヅ
ハ
李
簿
壷
篶
引
ｖ
八
楊
主
青
徒
筆
石
硯
歌
呼

喝
窒
家
路
線
の
君
主
と
し
て
、
琴
①
坊
睾
・
漢
の
高
祖
・
言
の
太
票
を
、
琴
篝
ば
非
常
に
椎
壹
Ｌ
だ
。
へ
戻
歌
ｇ

（一士白峰）鏥

読
壼
歌
ｖ
Ａ
舂
坊
正
字
剣
子
歌
ｖ
八
公
美
霜
歌
ｖ
Ａ
濤
詩
二
十
三
首
ｖ
其
十
六
。

今
日
の
中
国
で
陵
わ
ｈ
了
い
ろ
八
法
家
Ｖ
と
い
「
″
こ
と
ば
が
ど
⑦
よ
う
な
毫
味
内
容
を
さ
す
の
か
、
わ
た
し
に
・

ロ
ー
止
確
に
は
杓
か
二
Ｉ
、
い
な
い
。
・
薪
開
雑
誌
に
易
ら
拘
脚
ろ
諮
文
章
か
今
う
け
ろ
印
象
で
は
、
「
菫
新
的
」
「
両

華的」一-一祝儒教的」と日本語一Ｉいいうるものはすべ了八法家Ｖの語でくく→てよいらＬくみえろ．

石
の
二
論
文
は
-
そ
の
大
体
の
方
向
に
お
い
て
は
．
わ
た
し
の
李
窒
観
と
合
う
。
し
か
し
例
-
赤
さ
楓
た
作
品
の

理
解
に
お
い
了
根
本
的
に
童
苛
も
の
か
び
ワ
″
あ
る
。
５
の
八
武
芸
学
習
Ｖ
壹
八
国
家
的
銃
一
に
貢
献
す
る
尺
切
〉

と読んだのでは「南園」箒七首の、三一ツクを見落したことになる。・「泰壬欽酒歌」「長歌続需歌」

の
「
泰
王
」
を
毒
の
瞳
皇
と
見
る
こ
と
に
閤
顎
か
あ
る
一
重
は
森
瀬
夷
三
論
丈
が
指
摘
す
る
。
７
の
毒
見
に
、
全

輻
閉
。
-
酉
毎

０
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李
窒
・
一
し
．
榔
箒
禿
・
一
し
〃
仏
頃
を
一
-

…

…

-

一
画
的
に
篝
同
し
が
た
い
．
旧
に
い
う
社
渡
の
字
ぴ
李
壽
富
請
文
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
拙
稿
「
杜
字
」
煮
丼
健

『
杜
坂
隆
が
詳
論
す
る
。
岨
に
い
つ
「
藷
小
川
一
毫
（
獣
）
二
三
八
照
病
坤
吟
封
達
糟
宅
Ｖ
と
す
る
理
由
が
示
さ
楓

な
い
の
Ｔ
判
瀕
に
二
コ
し
む
か
・
一
房
黄
一
室
非
蕊
す
る
実
で
一
房
論
者
ロ
八
一
反
動
一
鳫
牛
一
Ｖ
と
駅
を
一
に
す
る
。
本
誌

咄
謁
「
蕊
小
川
」
で
の
べ
張
小
の
一
ぐ
一
瘍
説
乏
建
け
る
。
雷
皇
画
報
嘉
一
卜
読
め
ば
遊
蕩
文
言
了
だ
が
・
実
、
男
載
四
半
等

一〉一知性〉」感性の両面で躯歌Ｉ」た作で、湯前を遊室に崖定Ｌ侯の口、

室
星
豐
一
震
璽
，
坂
中
能
詩
音
尤
極
多
，
因
此
妻
一
謡
一
般
文
人
学
士
航
傾
倒
・
〃
匡
雰
婦
藁
的
読
什
，
流
匡
反
到
仮

少、這蓉仁育一個酋一尋鮒一得因７我叩ハー烏娼》双詞這這弓精神是皀，田的．〃解放的，流動的〃｜編農家婦

互
的
精
埠
-
・
斜
に
飼
身
蒔
一
擦
〆
昊
一
室
宗
師
．
，
壹
践
的
，
裡
桔
茂
礼
家
曲
〃
鮒
以
浅
有
什
・
菫
雲
憤
ノ
也
童
へ

龍
戯
け
壷
凛
清
流
震
鯉
詫
了
ゞ
（
簿
壽
一
軍
『
由
-
国
嬬
迂
圭
治
安
』
）

と
い
「
一
厘
一
菫
量
し
圭
弓
も
ゆ
ン
菫
喜
一
う
楓
→
つ
。
拙
稿
「
魁
〈
ご
口
す
て
痕
こ
の
押
芝
壼
鼻
分
析
批
判
し
丁
文
論
文

迂回鬘『“た評価壼患ピ→Ｉい，壱。

鋪

’
一
×
γ
王
一
一
誇
支
は
、
一
六
一
迄
七
一
玉
一
男
に
出
た
中
国
人
の
李
碧
に
ペ
ハ
弓
ベ
ー
く
実
一
々
び
深
ま
う
了
い
ろ
ェ
、
っ
に
壁

ど
る
け
猟
．
ヱ
も
直
々
の
作
品
の
検
討
Ｋ
證
些
’
何
．
伝
統
的
注
家
の
談
圭
一
詔
含
み
に
Ｌ
た
と
こ
え
か
目
に
づ
く
や

言
汽
禁
国
硯
は
ぜ
い
だ
く
な
・
文
具
で
わ
た
し
の
机
上
に
近
づ
く
こ
と
は
⑦
丞
建
に
庁
ず
い
が
．
〉
て
柄
乏
彫
り
上
げ
る
窪
恥

筌
の
壱
工
の
一
室
一
二
と
〉
一
ｔ
の
鐺
票
の
美
は
、
罵
像
→
９
ろ
だ
け
で
勺
つ
と
″
す
一
つ
。
詩
⑦
解
寂
や
詩
人
論
作
製
に
・
一
シ
無

名
の
屋
工
め
』
上
》
う
な
妓
芸
査
言
家
す
る
の
何
．
宍
礼
一
ハ
琴
こ
と
一
ぐ
は
涙
石
ず
い
，

仏
飼
（
差
一
よ
く
羨
ん
だ
。
〉
一
帆
、
の
一
霊
卜
疫
く
探
針
を
入
制
す
に
こ
椚
今
詩
人
の
悪
這
・
芸
術

号

勺

（
一
八
七
五
年
十
二
月
十
日
二
十
画
鴎
一
、
一
十
ハ
分
）

濤霧募藍喜曹蕊一言〆司鬘》昆製》．、盲匿鴎”．、〆琴←琴喜飴愈吟黛蚤鳶霧騨呼肇藷驍蕊蓋誇潅鑿庫-
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